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ホタルの飛翔調査結果について 

 

■ホタル飛翔状況調査の結果について 

○調査区間 

鴨川（丸太町橋～柊野堰堤）、高野川（鴨川合流点～松ヶ崎橋）の全域におけるホタルの

飛翔数を目視により調査 

 

○調査時期 

 平成２３年６月１３日、６月２４日、７月１日の３日間 

 

○調査結果 

調査区間の全域におけるホタルの生息を確認 

 各区間の確認数（6/24）は下記のとおり ※確認数が最大の日のデータ 

鴨川（柊野堰堤～北山大橋） ２９匹／３，１９０ｍ（０．９１匹／１００ｍ） 

鴨川（北山大橋～賀茂大橋） ２０匹／２，６８０ｍ（０．７５匹／１００ｍ） 

鴨川（賀茂大橋～丸太町橋）  ７匹／１，２６５ｍ（０．５５匹／１００ｍ） 

高野川（松ヶ崎橋～高野橋） １８匹／１，３１５ｍ（１．３７匹／１００ｍ） 

高野川（高野橋～賀茂大橋）  ６匹／１，６８０ｍ（０．３６匹／１００ｍ） 

 

（参考） ※龍谷大学 遊磨先生ＨＰより 

鴨川（柊野堰堤上流） H22 １０匹／１００ｍ  H23 ３匹／１００ｍ  

高野川（八瀬）    H22 １４匹／１００ｍ  H23 ７匹／１００ｍ 

 

○初回調査のため経年変化は不明であるが、聞き取り調査で平成２３年度の確認数は少な

いとの情報があった。 

○龍谷大学の調査結果によると、工事の影響のない上流箇所においても例年に比べて平成

２３年度の確認数は少ない傾向であった。 
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    ：平成 21年度掘削 

    ：平成 22年度掘削 

    ：平成 23年度掘削 

調査区間 
鴨川：丸太町橋～柊野堰堤 
高野川：鴨川合流点～松ヶ崎橋 

ホタル飛翔状況調査結果

第 1回 
〔6月 13日〕

第 2回 
（6月 24日）

第 3回 
（7月 1日）

 

右岸 左岸 右岸 左岸 右岸 左岸 

高野川上流（高野橋～松ヶ崎橋） 2 10 13 5 3 7 

高野川下流（賀茂大橋～高野橋） 1 2 6 0 3 0 

鴨川上流（北山大橋～柊野堰堤） 10 3 22 7 13 0 

鴨川中流（賀茂大橋～北山大橋） 5 12 11 9 0 0 

鴨川下流（丸太町橋～賀茂大橋） 4 0 7 0 0 0 

小  計 22 27 59 21 19 7 

合  計 49 80 26 
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平成２３年度ホタル飛翔状況調査結果 
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ホタル（幼虫）の生息状況調査について 

  鴨川・高野川の中州等除去工事に先立ち、平成２３年度工事実施予定箇所の一部区間におい

てホタル（幼虫）の生息状況調査を自主研究として実施 

 

○調査箇所 

鴨川  北大路橋下流 

高野川 松ヶ崎橋下流 

○調査日時 

 平成２３年１２月１０日（土） 

○調査方法 

  自主研究として、ホタルの飛翔数の多い箇所についてホタルの幼虫を調査  

○調査メンバー 

京都府河川課、京都土木事務所、コンサルタント 

○調査結果   

  鴨川では、落差工下流の中州にホタルの幼虫を多数確認。 

  高野川では、飛翔情報が多いものの水性生物の気配も少なく確認出来ず。 

  鴨川でも一つ上流の落差工付近ではカワニナやホタルは１匹も見つからず、ほんの少しの

環境の違いがホタルの生息に影響していることを確認。 
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